
ヒューマンインタフェース学会論文誌 投稿規程 
(1999 年 1 月 13 日制定，2001 年 4 月 11 日改定，2001 年 5 月 31 日改定， 

2001 年 10 月 4 日改定，2002 年 8 月 5 日改定，2007 年 1 月 1 日改定， 

2009 年 2 月 27 日改定，2009 年 7 月 27 日改定, 2010 年 5 月 21 日改定， 

2011 年 2 月 17 日改定，2011 年 7 月 5 日改定，2012 年 5 月 23 日改定， 

2012 年 11 月 28 日改定) 

 
１．総 則   
(1) ヒューマンインタフェース学会論文誌(以

下，論文誌と呼ぶ)への投稿はこの規程
による． 

(2) 投稿原稿の著者のうち少なくとも１名は本
学会会員とする．ただし，本学会論文誌
編集委員会(以下，編集委員会)が承認ま
たは原稿執筆を依頼したものはこの限り
ではない． 

(3) 投稿原稿は，それと同一内容または極め
て類似した内容のものが同一著者もしく
はその中の少なくとも1名を含む著者によ
って他の学術刊行物に掲載済み，または
投稿中であってはならない．学術刊行物
とは，学協会または権威ある審査機関に
よる審査を経た論文などが掲載されてい
る刊行物で，通常の手段で入手が可能
なものとする． 

(4) 論文誌に掲載される記事の著作権は原
則として本学会に帰属する．著作権の取
扱いは本学会の「著作権規程」に従うも
のとする． 

(5) 投稿原稿に掲載される研究開発は本学
会の「ヒューマンインタフェース研究開発
のための倫理指針」を遵守して実施され
たものでなければならない． 

(6) 論文誌に掲載された記事内容について
の責任は，すべて著者が負うものとする． 

 
２．投稿原稿   
(1) 原稿は和文または英文とする． 
(2) 記事の種別は，「原著論文」「総説論文」

「技術報告」「ショートノート」とする．このう
ち「ショートノート」は「研究速報」または
「紙上討論」とする． 

(3) 記事の内容は，ヒューマンインタフェース
に関連するものとする． 

(4) 原稿は，本「投稿規程」と「原稿執筆の手
引き」に従って執筆し，「投稿の手引き」
に従って投稿するものとする．これらに準
拠していない原稿は受理しないことがあ
る． 

 

 
３．種 別  
(1) 原著論文(Original Paper) 

ヒューマンインタフェース分野における新
しい研究・開発の成果の記述で，論文とし
ての信頼性が十分であることを前提に，研
究の対象・方法あるいは結果に独創性・
創造性があるもの（新規性），あるいは明
確で価値のある結果や事実を含むもの
（有用性）．10ページ以内が望ましい． 

(2) 総説論文(Review Paper) 
対象とする分野における研究の，歴史的
背景，重要性，進捗状況，今後の発展の
方向などを踏まえつつ，著者の学術的，
技術的な研究あるいは開発成果を総合的
にまとめたもの．10ページ以内が望まし
い． 

(3) 技術報告(Technical Report) 
設備・装置，ソフトウェアなどの設計，制作，
試験，運用，解析，評価などの新しい経
験やその結果の報告で，実用的価値のあ
るもの．10ページ以内が望ましい． 

(4) ショートノート(Short Note) 
  (4ページ以内)  
  (a) 研究速報 研究・技術上の新しい成果

の速報，または技術上の新しい提案．
後日，その詳細を原著論文として投
稿することができる． 

  (b) 紙上討論 論文誌に掲載された記事
に対する質問とそれに対する回答，
討論で，会員にとって価値のあるも
の． 

 
４．投 稿  
(1) 論文誌に投稿するためには，「投稿の手

引き」の提出書類一覧表に記載の書類一
式を，本投稿規程「6.提出先・問合せ先」
へ送付するものとする． 

(2) 論文誌に投稿するための書類一式が本
学会に到着した日付をもって原稿の受理
日とする． 

(3) 投稿された原稿は，「新規投稿論文」「再
投稿論文」のいずれかとして処理される． 



 
  (a) 新規投稿論文  以前に当学会に投稿

されたことがない論文，もしくは、以前に
当学会に投稿されたことがある場合でも
著者が新規に査読されることを選択し
た論文．  

  (b) 再投稿論文  以前に採録不適の判定
を受けた，もしくは，著者が撤回した論
文をもとに，採録のための条件・却下理
由・コメントなどを反映させた論文であり，
著者が前回の査読結果を参照して査
読されることを希望した論文．  

(4) 再投稿論文として投稿する場合は，前回
投稿時の受付番号を申し出ることとする．
その際，参照される査読結果に対する回
答書または修正に関する説明資料を添
付することができる．ただし，論文誌に投
稿するための書類一式が本学会に到着し
た日付を新たな原稿の受理日とする． 

(5) 論文受理後は，著者名の追加削除などの
変更は原則認められない． 

(6) 投稿原稿の採否は，査読の結果に基づ
いて編集委員会が決定し，著者に通知す
る．編集委員会は投稿原稿について修正
を求めることがある． 

(7) 査読照会事項に基づいて原稿の修正を
行う場合は，旧原稿と査読所見に対する
回答書を添えて，原則60日以内に書類一
式を再提出する．旧原稿の返却後，期限
内に再提出されない場合は期限切れによ
り原稿の撤回とみなされる．著者の都合に
より撤回する場合には，その旨を編集委
員会まで書面で連絡する．撤回された原
稿が再度投稿された場合は，「新規投稿
論文」あるいは「再投稿論文」のいずれか
を選択する． 

(8) 投稿原稿の再提出あるいは「再投稿論
文」としての再投稿において，原稿が大幅

に修正された場合には，編集委員会の判
断により新投稿扱いとすることがある． 

(9) 編集委員会において掲載が決定した後
でも，やむを得ない事情により決定を取り
消すことがある．この場合は，編集委員会
がその理由をすみやかに著者に連絡す
る．一方，掲載決定後，著者の意志により
撤回する場合には，その旨を編集委員会
に書面で連絡するとともに，著者は撤回
にかかる経費を負担するものとする． 

(10) 用語ならびに体裁統一のため，文意を変
えない範囲において著者に投稿原稿の
修正を依頼することがある． 

(11) 投稿原稿が，他の出版物などの著作権と
抵触する場合は，著作権使用の承諾書を
投稿原稿に添付するものとする． 

(12) 投稿原稿は返却しない． 
 
５．掲載料および別刷料金 
 論文が採録となった場合，著者は表1に定め
る掲載料を支払う．別途，紙媒体による別刷が
必要な場合は，表2に定める別刷料金により
購入できる（別刷の購入は50部単位とする）． 
 
６．提出先・問合せ先 
 投稿原稿，改訂原稿などの提出先，および
投稿についての問合せ先は，以下のとおりと
する． 
 
 〒600-8815 
 京都市下京区中堂寺粟田町93番地 
 京都リサーチパーク6号館 3階 
 （（有）セクレタリアット内） 
 特定非営利活動法人 
 ヒューマンインタフェース学会事務局 
 TEL: 075-315-8475 
 FAX: 075-326-1332 
 E-mail:  his-paper@his.gr.jp

 



 表１ 掲載料金表（カラー・白黒共通） 
 

原稿 

ページ数 

LaTeXによる 

原稿の場合 

LaTeXによらない 

原稿の場合 

4ページまで 44,000円 56,000円 

6ページまで 65,000円 83,000円 

8ページまで 86,000円 110,000円 

10ページまで 107,000円 137,000円 

12ページまで 128,000円 164,000円 

14ページまで 149,000円 191,000円 

16ページまで 170,000円 218,000円 

上表以外のページ数の場合は，学会事務局に問い合わせください． 
 

表２ 別刷料金表 
 

原稿 

ページ数 

別刷部数：カラーの場合 別刷部数：白黒の場合 

最初の50部 100部 200部 最初の50部 100部 200部 

4ページまで 9,850 18,100 29,400 4,300 7,400 12,800 

6ページまで 13,350 24,500 39,400 5,100 8,600 14,800 

8ページまで 16,850 30,900 49,400 5,900 9,800 16,800 

10ページまで 20,350 37,300 59,400 6,700 11,000 18,800 

12ページまで 23,850 43,700 69,400 7,500 12,200 20,800 

14ページまで 27,350 50,100 79,400 8,300 13,400 22,800 

16ページまで 30,850 56,500 89,400 9,100 14,600 24,800 

上表以外のページ数・部数の場合は，学会事務局に問い合わせください． 
 
（注）“LaTeX による原稿”とは，完全版下のdvi ファイルの作成までを著者の責任で行
っていただく場合です．それ以外の場合は，全て“LaTeX によらない原稿”になります． 
 
付録資料 
著作権規程(抜粋) 
 
第2条 本学会著作物等の著作権は原則として本学会に帰属し，特別な事情により原則が適用で

きない場合，著作権の扱いについて著作者と本学会と協議して処置するものとする． 
 
第3条 著作者が著作者自身による本学会著作物等の全文または一部を複製，翻訳，翻案などの

形で利用する場合，これに対して本学会は原則的に異議申し立てをしたり妨げたりするこ
とはしない．ただし，複製，翻訳，翻案などに際しては，出典を明らかにするものとする． 

2. 著作者は，著作者自身による本学会著作物を，著作者個人のWeb サイト（著作者所属組
織のサイトを含む）に掲載することができる．ただし，掲載に際して本学会の出版物にかか
る出典及びWeb サイト掲載時注意書きを明記しなければならない． 

 
第4条 第三者から本学会著作物等の複製あるいは転載に関する承諾の要請があり，本学会にお

いて必要と認めた場合は，著作者に代わって承諾することができるものとする．なお，ヒュ
ーマンインタフェース学会誌，ヒューマンインタフェース学会論文誌，ヒューマンインタフェ
ースシンポジウム論文集，ヒューマンインタフェース学会研究報告集，ヒューマンインタフェ
ースシンポジウム講習会資料の複写権については学術著作権協会へ委託する． 

2. 前項により、第三者から本学会に対価の支払いがあった場合には、本学会の会計に繰り
入れることとする． 


